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たいな感じで大変恐縮なんですけれども、中学

校３年生まで医療費の補助なんかをしているわ

けですよね。それは例えばでございますから、

それは使った人だけにしか補助は行かないわけ

ですよね。フラワー長井線を使っている人に補

助をするっていうことですから、それは全然同

じような考え方でいいんじゃないかと思います。 

 時間もなくなってきましたので、いろいろと

まだまだ話したいことがあったんですけども、

ここでカットしてしまって、私も大変恐縮なん

ですけども。またですね、今度の次、この件に

ついていろいろとお話しさせていただきたいと

思います。 

 時間もないので終わりにいたします。すみま

せん、ぜひ考えておごやえし。 

 

 

 梅津善之議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 次に、順位10番、議席番号９番、

梅津善之議員。 

  （９番梅津善之議員登壇） 

○９番 梅津善之議員 ６月定例会一般質問、一

番最後になりました。お疲れのところだと思い

ますが、最後までよろしくお願いしたいと思い

ます。 

 一昨日の山形新聞に、国の天然記念物の久保

の桜の若返りに手応えという記事が載っており

ました。不定根が出て、少しずつ樹勢の回復が

しているという新聞報道でございました。 

 私も春作業で非常に疲れておりますので、一

生懸命踏ん張って質問していきたいと思います

し、さらに、その上にシンガーソングライター

のＡＫＥＭＩさんが20周年という記事もあわせ

て載っておりました。同世代の活躍する人とし

て、私も負けていられないぞという気持ちを持

って質問させていただきたいと思います。 

 まず初めに、日本版ＣＣＲＣ構想についてと

いうことでです。ＣＣＲＣということをちょっ

と調べてみましたら、コンティニュイング、継

続する、ケア、気にかかる、心配事、心配の種

と、リタイアメント、退職とか定年退職という

意味だそうですし、最後のコミュニティー、地

域共同体ということで、何とか継続する不安の

種の定年退職の地域共同体だということで、ま

すます意味がわからないわけですが、日本版Ｃ

ＣＲＣ構想の有識者会議ということであったの

を、中身を申し上げたいと思いますが、東京圏

を初めとする高齢者がみずからの希望に応じて

地方に移り住み、地域社会において健康でアク

ティブな生活を送るとともに、医療・介護が必

要なときに継続的なケアを受けることができる

ような地域づくりを目指しているものであると。 

 本構想の意義としては、高齢者の希望の実現、

地方への人の流れの推進、東京圏の高齢化問題

の対応と３つの点が挙げられると。 

 高齢者の希望の実現ということで、最近の意

向調査によればということで、東京在住の地方

へ移住する予定または移住を検討したいと考え

ている人は、50代の男性は50.8％、女性34.2％、

60代では男性36.7％、女性28.3％に上っている

と。こうした高齢者においては、高齢期を第２

の人生と位置づけ、都会から地方へ移住し、こ

れまでと同様あるいはこれまで以上に健康でア

クティブな生活を送りたいという希望が強い。

また、地方は東京圏に比べて日常生活のコスト

が大幅に低いという点で住みやすい環境にある。

日本版ＣＣＲＣ構想は、こうした大都市の高齢

者の希望を実現する取り組みとして、大きな意

味を有しているとなっておりますし、地方への

人の流れの推進ということで、「近年、東京圏

への人口集中が進む中で、地方創生の観点から、

地方への新しい人の流れをつくることが重要な

課題となっており、高齢者の地方移住はこうし

た動きの一つとして期待されています。日本版
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ＣＣＲＣ構想は、移住した高齢者が地方で積極

的に就労や社会活動に参加することにより、地

方の活性化にも資することを目指しています。 

 また、地方には、長年にわたって医療介護サ

ービスを整備してきた地域が多く存在していま

す。こうした地域では、人口減少が進む中、高

齢者の移住により医療介護サービスの活用や雇

用の期待が図られる点で大きな意義があります。 

 さらに、東京圏からの移住にとどまらず、地

方の高齢者においても効果的・効率的な医療介

護サービスの確保等の観点から」、まちなか移

住の推進が重要となっている。こうした地方の

住み替えにおいても、日本版ＣＣＲＣ構想の考

え方は有用であると考える。「加えて、構想の

推進に当たっては、増加傾向にある空き家、空

き公共施設などの地域資源を活用することによ

り、地域の課題解決にも資すること」を目的と

している。 

 東京圏の高齢化の問題の一つとして、今後急

速に高齢化が進むことになる。「特に75歳以上

の後期高齢者は、2025年までに10年間で約175

万人ふえるということが見込まれている。その

結果、医療介護ニーズが急増し、これに対応し

た医療介護サービスの確保が大きな問題となり

ます。東京圏においては、医療介護人材の不足

が深刻化するおそれがあり、このまま推移すれ

ば、地方から東京への人口流出に拍車がかかる

可能性が高くなります。 

 こうした状況下で、日本版ＣＣＲＣは、地方

移住を希望する東京圏の高齢者に対して、地方

で必要な医療介護サービスを利用する選択肢を

提供する点で、東京圏の高齢化問題への対応の

方策として意義がある」ともされております。 

 日本版ＣＣＲＣ構想の基本コンセプトとして、

「日本版ＣＣＲＣ構想は、入居する高齢者像に

ついての考え方において、従来の高齢者向けの

施設・住宅とは大きく異なって」いると。 

 第１点は、「従来の高齢者施設は、要介護状

態になってからの入所・入居の選択が通例であ

るのに対して、日本版ＣＣＲＣ構想の中では、

高齢者は健康な段階から入所し、できる限り健

康長寿を目指すことを基本」としている。 

 このため、第２点として、「従来の施設等で、

あくまでもサービスの受け手として受け身的な

存在であった高齢者が、日本版ＣＣＲＣ構想に

おいては、地域の仕事や社会活動、生涯学習な

どの活動に積極的に参加する主体的な存在とし

て位置づけられ」ている。 

 第３点は、地域社会での開放性である。従来

の施設等で高齢者だけで移住しており、地域社

会や子供たちや若者たちの交流などは余りない。

「これに対して日本版ＣＣＲＣ構想は、高齢者

が地域社会に溶け込み、地元住民や子供、若者

などの多様な世代と交流・協働するオープン型

の住居が基本」となるとなっておりますし、入

居に求められる基本の理念として、入居を希望

する高齢者は、こうした日本版ＣＣＲＣの構想

を基本理念とした上で、十分に理解した上で入

居の判断を求められるというふうになっており

ます。 

 さらに、７つの基本コンセプトというのが上

げられておりますし、１つ目は、東京圏を初め、

大都市の高齢者がみずからの希望に応じて地方

に移住し、第２の人生を歩むことを支援する。

このため、移住希望者に対しては、地元自治体

を中心に、ニーズに応じたきめ細やかな支援を

展開し、入居・定住に結びつけることが重要で

ある。 

 ２点目、健康でアクティブな生活の実現。高

齢者が健康づくりとともに就労や社会活動、生

涯学習への参加等により、健康でアクティブに

活動、生活することを目指す。このため課題解

決型プランではなく、シニアライフを通じて何

がしたいか、どのような人生を送りたいかとい

う目標志向のプランを策定することを実現する。 

 ３番目として、継続的なケアの確保。医療介



 

―１２３― 

護が必要となったときに、人生の最終段階まで

尊厳ある生活が送られる継続的なケアの体制を

確保する。このため地域の医療関係と連携する

とともに、要介護状態になった場合には、移住

者の希望に応じてＣＣＲＣ内部の地域の介護業

者から介護サービスを提供を確保する。重度に

なっても地域の住居をし続け、介護サービスを

受けられることを基本とする。 

 ４番目には、地域社会との協働。従来のよう

に、高齢者だけが生活するのではなく、高齢者

が地域社会に溶け込み、子供や若者など多世代

と協働、地域貢献ができる環境を実現する。こ

のためには、居住者や地元住民が交流し、活動

できる多様な空間を形成することが望まれる。 

 また、高齢者の健康でアクティブな生活や地

域社会との協働を実現するために、ソフト面全

般にわたって開発・調整を行うとあります。 

 ５番目には、ＩＴ活用による効率的なサービ

スの提供。労働人口が減少する時代の到来を踏

まえ、医療介護サービスにおける人材不足に対

応するため、ＩＴの活用や多様な人材の複合的

なアプローチ、高齢者などの積極的な参加によ

り効率的なサービスの提供を行う。 

 ６番目には、入居者参加の情報公開等により、

透明性の高い事業運営となっております。事業

運営においては、居住する高齢者自身がコミュ

ニティー運営を参画するという視点を重視する。

また、事業運営が外部から的確にチェックでき

るようにするため、基本情報や財務状況のほか、

居住者要介護発生状況や健康レベルなど、ケア

の関係情報などについても積極的に公開する。 

 最後、７番目ですが、関連制度や地方創生特

区等の活用により、政策の支援が必要だと。関

連制度等ほか、地方創生特区や地域の再生計画

による政策支援が必要だということになってお

ります。 

 以上のことを踏まえ、長井市では日本型ＣＣ

ＲＣについて、どのような検討がなされている

のかお聞きします。新たな施設をつくらなくて

も、自然豊かな長井をＰＲして、ここに移住・

定住を図るような政策を図れないか。また、空

き家対策なども連動した中で検討はできないか

とも質問しておりますし、さらには医療介護の

さらなる充実を図り、推進を行うべきと考えて

おります。大きな考え方を市長に、その他、細

いことは厚生参事に答弁をお願いしたいと思い

ます。 

 続きまして、大きな２番目の質問です。安倍

政権の経済政策、経済再生なくして財政再建な

しとして進められてきた経済政策ですが、果た

して長井市にとって何か大きな変化があったの

でしょうか。確かに雇用の創出は図られたよう

な感じがいたしますが、非正規雇用の問題であ

るとか賃金の格差など、社会として抱える問題

は大きいと思いますし、平然として格差社会な

どという言葉が話されることは非常に気になり

ます。 

 市長にお伺いしますが、市内の各事業の状況、

市長なりに製造業や商業、農業などについて感

じていることがあればお聞かせいただきたいと

思います。 

 次に、その２つ目の質問でございます。農業

の実態を見れば、日々天候に左右され、風が吹

けば、ビニールハウスが飛ばされ、霜が降れば、

サクランボやリンゴ、ラフランスの花芽がなく

なり、日々農家の方が努力されていることを私

自身も感じておりますし、田植えをした田んぼ

に久しぶりに行けば、青々と茂ったヒエがたく

さん伸びている状況であります。機械化や大規

模化が進んでも、日々変わりなく気候変動に悩

む毎日ではありますが、どんな状況があっても、

前を向いてひたすらに農業に向いておられる方

をぜひ支援していきたいという思いは私も同じ

でございますし、地域の農家が一生懸命頑張っ

ている姿を毎日見ております。 

 さて、６月の７日、産業活力推進課から農業
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の研修生受け入れ農家の説明がありました。さ

まざまな意見が受け入れ農家の方からも出たと

思いますし、受け入れている農家の方もしくは

長井市に訪れられた方々もさまざまな意見があ

りました。 

 そこで産業活力推進課長にお伺いしますが、

実態として、受け入れ農家をこれから新規就農

も含めて検討していく上で、さまざまな問題が

あると思います。会議の中の出た問題等も含め

てお話しいただきたいと思います。 

 最後になります。農業の後継者づくりに必要

なものはということで、産業参事にお伺いいた

したいと思います。４月から新しく産業参事と

して谷澤参事が就任されました。ものづくりや

農業も同じだと思いますが、さまざまな観点か

ら農業後継者づくりに必要なものということで

お考えをいただければありがたいと思います。 

 以上で壇上からの質問を終わります。ありが

とうございました。（拍手） 

○渋谷佐輔議長 ここで暫時休憩いたします。再

開は３時20分といたします。 

 

 

   午後 ２時５６分 休憩 

   午後 ３時２０分 再開 

 

 

○渋谷佐輔議長 休憩前に復し、会議を再開いた

します。 

 梅津善之議員の市政一般に関する質問を続行

いたします。 

 当局の答弁を求めます。 

 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 梅津議員からのご質問は、私２

点ほどお答えをさせていただきますが、答弁者

は私を含めて５名ということですから、できる

だけ簡潔に申し上げたいと思いますが、なお、

いろいろ前提的なお話もさせていただきたいと

思いますので、ご容赦お願いしたいと思います。 

 まず、日本版ＣＣＲＣの長井市での可能性は

ということで、私からは、市としてどのような

検討がされているのか、長井市をＰＲするチャ

ンスだと思うがというご提言についてのお答え

でございます。 

 まず最初に、長井市が昨年策定した地方創生

における総合戦略の10のリーディングプロジェ

クトの一つとして、なぜ日本版ＣＣＲＣを長井

市でつくっていくかということを上げたかとい

うことについて、考え方を申し上げたいと思い

ます。 

 日本版ＣＣＲＣについては、梅津議員のほう

から詳しくお話がございましたので、全くその

とおりなんですけれども、今回の地方創生のい

わゆる日本創成会議の提言というのが２年前だ

ったんですけども、そのときにＮＨＫの「クロ

ーズアップ現代」というので、私が見た番組は、

四国の県の、愛媛県だったと思うんですが、高

齢者が減ってきていると。それで、社会福祉法

人が、このままでは、これからも減り続けるの

で、東京に進出したんですね。その際に、地元

の女性を募集して連れていったと。それが一つ

の例として、若い人たちが介護の仕事すら、こ

れから東京でどんどんふえてくるんではないか

という一つの問題提起もありました。 

 梅津議員ありましたように、いわゆる2025年

問題で、首都圏の後期高齢者が団塊の世代の人

たちを中心に、2025年に180万人近くふえると。

そのときに、地方のほうは、医療も介護も今そ

れなりの設備、対応はできているけれども、急

激にこれからふえることなく、むしろ減ってく

と。ですから、首都圏にそういう人材が集まる

ということは容易に想像されるという状況でご

ざいました。したがって、今、動きがあります

けれども、東京の23区外の都下のほうでそうい

う施設をつくろうという動きがどんどん進んで

いるというふうに聞いています。 
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 今回の地方創生の中で我々が求めるのは、若

い人たちに定着していただきたいということな

ので、本来はＣＣＲＣっていうのは、やっぱり

13市の県内の市長さんとの話し合いなんかでも、

俺たちはもう年寄りは要らねえんだと、若い人

は求めるけど、何だよ、今さら都会に住んでる

年寄りを受け入れなきゃいけないんだという話

があったんですけども、いや、逆、もう少し深

掘りをしますと、結局そういう人たちが将来元

気なうちに移住いただいて、ある程度活発に活

動していただくことによって、人口減少を少し

でも緩和できると、急激に減らないようにでき

る。まちの消費も、そして行く行くはそういう

介護とか医療にかかる必要が生じたときは、そ

の雇用を我々のほうで、人材確保も重要ですけ

ども、しっかりと対応できるんじゃないかとい

うことから、じゃあ私どもも日本版ＣＣＲＣ、

手を挙げようということで、10のリーディング

プロジェクトの一つとして上げたところでござ

います。 

 ＣＣＲＣっていうのはアメリカで始まった暮

らし方ということで、アメリカは主に郊外に大

学がございますので、大学の近くあたりに元気

なリタイアした人たちがもう一回大学で学びた

いとか、そういう人たちのコミュニティーとい

いますか、ある程度、集合住宅で暮らして、そ

ういう大学で学びつつ、自分のやりたいことな

どを第２の人生として生かしながら、さまざま

なそれぞれの暮らしを楽しんでいると。そうい

うものを、もう私ども日本でもというのがそも

そもだったようです。 

 私たちが、長井市が目指すのは、タウン型と

いう考え方なんですね。私もＣＣＲＣの講話な

どを２回ほど聞いたことはあるんですけども、

山形県なんかですと、例えば、山形市あたりは

手を挙げてます。置賜ですと、川西町が手を挙

げているようです。川西町は、置賜総合病院の

周りにという考え方のようですね、高度医療機

関があると。そこに将来的にはケアしてもらえ

るような機能を持てば、お年寄りっていうのも

元気な人たちが移住してくれるんじゃないかと。 

 あと山形市では、山大の次世代型の重粒子線

の放射線の装置が今つくられていると。それを

一つの柱として、もともと山形市は大学もたく

さんありますし、また都市機能も充実している

んで、比較的タウン型として成立するんじゃな

いかなと見てますけども、私どもとしても山形

市に近いような形でやっていきたいというふう

に思っています。 

 その際に、じゃあどういう人を、誘致という

か引っ張ってくるかということについてですが、

一番心配されるそのあっせんについては、国の

ほうでそれなりの、民間の団体なんかとも企業

なんかとも連携して、そういう希望する人たち

に手を挙げたＣＣＲＣを希望しているその自治

体のほうにあっせんしてくれるということなの

で、あとはいかにそういう人たちのニーズに応

えるようなＣＣＲＣをつくるかということだと

思っています。 

 長井市の場合は、まちなかに集合住宅が基本

だと思ってます。都会の方って、もともと長井

出身だとか山形出身の人だと、一戸建てでも冬

はそんなに驚かないかもしれませんけども、冬

は一戸建てはもう大変で、私でさえもう大変だ

なと思うんですから、ほかから来た人は、もう

１年で逃げ出しますよね。ですから、集合住宅

ですと、余りそういう、冬だからといって、外

出たときの心配はあるんですけども、それで、

基本的には普通に暮らしてて、何かあったとき

医師とか看護師とかが面倒見てもらえる。また、

その後、介護なども有利に受けられる。あと近

くに高度医療、３次医療とか２次医療があると

いうことが、やっぱり長井市の基本的には売り

だろうと思っています。 

 その中で、第２の人生っていっても、都会に

暮らしていた方ですから、それなりの便利な暮
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らしをしてたわけですから、いきなり田舎暮ら

しというのは、そういう方もいるかもしれませ

んけども、非常に難しいと思っています。なお

かつ厚生年金で、年金だけで暮らせる人という

のが基本なんですけども、やはりまだ元気な、

60代なんていうのは元気ですから、そういう人

たちの中で、私ども教育とか子育てに特化した

まちにしようというのが地方創生の総合戦略の

基軸でございますんで、教育に協力してもらえ

る人、子育てに協力してもらえる。あるいは、

医療関係とか介護関係でも協力してもらえない

かと。それらについて、自分に合った、フルタ

イムじゃなくて、週のうち都合のいい日とか、

そういったことでお手伝いしてもらえる人を手

を挙げてもらいたいと思っているんですね。 

 例えば、外国語教育でしたら、英語がいろい

ろ話せる。子供たちにも教えられる。英語だけ

ではなくて、フランス語だとかドイツ語だとか、

いろいろいらっしゃるわけですね、中国語とか。

そういったことをある程度有償で、こちらとし

ては、報酬を与えて手伝ってもらう。あるいは、

保育士さんとして資格持っている方とか、看護

師さんの資格を持っている方で、自分に合った

働き方でいいから手伝ってほしいというような

人たちを50人ぐらい、まずは受け入れる必要が

あるなと思っているところです。 

 その際に重要なのは、市でその施設をつくる

っていうんではだめなんですよ、民間と一緒に

やることが条件で、その民間っていうのがやっ

ぱりポイントだと思っております。 

 つくっていただいた原稿などもあるんですが、

これについては厚生参事のほうで詳しくお話あ

るかと思いますので、私のほうは大体そのぐら

いにしたいと思いますが、まずは、長井市がど

ういうＣＣＲＣをつくるかっていう計画をつく

んなきゃいけないと、それにことし県の補助事

業ありますので、手を挙げようということで今、

県のほうと話し合いをしているところです。 

 例えば、東京の大田区と私ども、つながりが

ようやく持てたので、具体的には向こうの人た

ちの考え方なども聞いて、まずは大田区から来

ないかと、お試し移住みたいな、そういったこ

となどもしながら、ぜひ長井のＣＣＲＣで暮ら

したいと言ってもらえるようなものをつくって

まいりたいと思っております。 

 ２番目の市内各産業の状況についてでござい

ますが、私のほうからは、製造業、商業、農業

の状況ということで、梅津議員のほうからは、

確かに雇用の状況は今、長井も1.2、3ぐらいま

で上がっています。だけど、中身は非正規雇用

じゃないかとかね、あと給料は低いじゃないか

とか、そういうお話ございました。それも確か

にそのとおりで、ですから、アベノミクスは失

敗だということで、選挙の話はしてはいけない

ので、するつもりはないんですが。 

 ただ、私は、アベノミクスの第１の目的って、

まずはデフレの克服ですよね。デフレっていう

のは、デフレの時代では、絶対有効求人倍率が

上がるってことは考えられないわけですよ、経

済学的にはですよ。ただ、それが上がってると

いうのは、もしかしたら、いわゆる労働者人口

っていいますか、若い人たちの人口が減ってい

ると、働こうと意欲のある人たちが減ってると

いうこともあるのかもしれませんけれども、少

なくとも一、二年でがくっと減っているわけじ

ゃないですから、ここ３年ぐらいで上がってき

たっていうのは大きな変化だろうと思っていま

す。 

 この間、あかしあ産業団地会ってあるんです

が、そこの定例総会へお招きいただいて、それ

ぞれの企業の状況を教えてくださるんですよ、

みんな、11社ぐらい発表いただきましたけども、

それを聞いて安心しました。確かに、昨年から

比べると少し下降ぎみだと。しかし、多くの会

社がまだ堅調な分も残っているし、あと設備投

資がこれからいろいろ控えているっていうお話
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がございましたので、主に製造業でございまし

たけれども、むしろ、建設業も１社入っていた

んですが、建設業のほうが厳しいというふうに

言っていました。公共事業がどんどん減ってい

るということで。あとは、そうですね、そんな

ことで、もう少しやはり国のほうで政策を総動

員して、もうちょっとのところですから、何と

かこのデフレを克服して、少しでも経済がプラ

ス成長するように。 

 幸いなことに、消費税も延長になったわけで

すから、増税がですね。これは、私どもからす

れば、財源として社会保障の部分がこれからも

ふえてきますから、どこかでしわ寄せが来るん

ですね。その部分が地方交付税とかそういった

ところに来ては絶対いけないんですが、恐らく

公共投資等々でしわ寄せが来るんだろうなとい

うふうに思ってますが、そこは残念ですけども、

これ以上景気が悪化するっていうのは、とりあ

えず防がれたのかなというふうに思っていると

ころでございます。 

 ちょっと長くなって恐縮でございますが、簡

単にずっとお話を、景況感についてお話しした

いと思います。 

 市内各産業の状況につきまして、市内各産業

団体等の総会にお招きをいただきまして、直接

各企業の状況等をお聞きしておりますが、有効

求人倍率が依然として１倍を上回っております

ことから、全体として状況は悪くないものと考

えてます。 

 製造業については、昨年が比較的好調だった

が、年末からやや下降ぎみとする企業が多いも

のの、親会社とともに次期製品の共同開発を進

めておられたり、今後の受注拡大に向けて設備

投資を計画されているところが多く見受けられ

ました。 

 これに伴って、経済産業省のものづくり・商

業・サービス新展開支援補助金を積極的にご活

用いただいていまして、今回27年度の補正で６

月決定したんですけども、14社応募して７社が

当選しました。ほかの自治体は３割以下でござ

いますが、うちは５割ということで、非常に

我々が働きかけして、それもプラスになったと

信じておりますが、まず、それぞれの企業が頑

張っているということだと思います。 

 商業につきましては、２年に１度の商業統計

の推移からしますと、ご承知のとおり、商店数

は減少傾向にあるものの、年間商品販売額では、

平成24年を底に、近年は増加なんですね、増加

に転じておりまして、既存商店が減少する反面、

大型店が規模を生かして商圏を広げていること

がうかがえます。長井市としては、身近な既存

商店の閉店が目につく状況にあり、実感として

は商業の縮小が目につきます。しかしながら、

近年は市の新規創業支援事業等を活用して、飲

食や工芸等を中心とした起業も目立つようにな

りました。 

 また、昨年度に策定した長井市中心市街地活

性化基本計画でも、商店主のまちづくり会社、

俺たちの株式会社楽街による商業施設の整備等

が盛り込まれているなど、これからの商業のあ

り方を実践する活動がふえております。市とい

たしましても、創業支援等によりこうした民間

活動を支援して、魅力とにぎわいのある商業づ

くりを進めてまいりたいと思います。 

 農業につきましては、私のほうから言うのは

おこがましいんでございますが、総農家数の減

少傾向が依然続いているものの、専業農家数に

ついては、議員もご承知だと思いますが、平成

12年を底として増加に転じております。また、

耕作面積につきましては、田んぼ、畑とともに

近年は横ばいとなっておりますが、米価は以前

に比べて、以前といいますか、一昨年に比べて

安値で停滞をしておりますが、農業経営の根幹

がちょっとやっぱり厳しい、揺らいでいる状況

だろうというふうに思います。 

 こうした背景から、長井市といたしましては、
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より付加価値の高い農業の産業構造を模索すべ

く、米以外の農産物にも目を向けて、六次産業

化を目指しております。その手法は、生産者が

加工やサービス業の方々と連携をとりながら、

直接市内外の消費者ニーズに接し、農業者みず

からが市場とかかわるような仕掛けを整えてま

いります。 

 また、農業の大規模化や法人化が進展する状

況では、就農者の確保も必要とされております。

また、農業後継者の確保も重要です。長井市の

農業モデルを把握し、全国にＰＲしながら市内

外の就農者を募り、継続した農業経営を目指し

てまいりたいと思います。 

 一つだけ申し上げますと、農業関係といいま

すか食品加工に関することですが、来年の観光

交流センターのオープンに向けて、市内で昨年

度まで実施しておりました実践型雇用創造事業

の中で、新商品開発ということで５社、５事業

所が一緒になって会社をつくって、そういった

ものを販売していこうと。それは観光交流セン

ターに限らず、お越しいただいた観光交流客の

方に、あるいはお土産として扱ってもらおうと

いうことで、そういった新たな今までにない動

きなども出ておりますので、我々もそれら民間

の皆さんと一緒になって支援をしながら、頑張

って切り開いていきたいというふうに思ってい

るところでございます。以上です。 

○渋谷佐輔議長 松木幸嗣厚生参事。 

○松木幸嗣厚生参事 梅津善之議員のご質問にお

答えしたいと思います。 

 現段階での進め方についてということで、市

のほうとしてどのような検討をなされているか

ということ、県の担当者と情報交換をしてきた

内容からお答え申し上げたいというふうに思っ

ております。 

 県では、今年度、生涯活躍のまち推進事業と

いうことで、国の補助事業でありますが、これ

により市町村の取り組みを支援するということ

としています。６月の上旬ではありますが、県

の担当者と打ち合わせを行うということができ

まして、長井版ＣＣＲＣを検討するに当たり、

補助金の活用を含め、県のほうから指導を受け

てきたというようなところでございます。 

 長井市では、これまでの取り組みにおいて、

医療や福祉サービス等の整備により充実してき

たと認識していますが、看護師や介護職員の不

足などの課題があり、さらなる医療と福祉の充

実を図りながら、首都圏からの移住を受け入れ

の検討を進めたいというふうに考えております。 

 ただし、医療・福祉充実のアピールだけでは

インパクトが弱く、首都圏から人を呼び込むた

めの対応として、次の２点について、県のほう

から指導助言をいただいております。 

 第１点目についてでありますが、外部から人

を呼び込むための魅力的な目玉ということです。

東京事務所を核として、シティプロモーション

の推進や体験ハウス利用など、首都圏へのＰＲ

を実践しているところですが、長井市に来てい

ただくための、いわゆるアクティブで魅力ある

ものが求められ、そのためには長井のオリジナ

ルを磨き上げ、魅力ある核をつくるということ

が必要ですということを承ってきたところです。

いわゆるハード物で箱物で魅力を出すというこ

ともあれば、ソフト物で、例えば芸術などに打

ち込める環境といったことをつくるなど、いろ

いろ検討していかなくてはならないなというふ

うに思ってきたところであります。 

 ２点目は、子供を含めた地域住民との交流で

あります。外部からの中高年者が地域社会に溶

け込み、地域の若者と交流し、協働できる環境

により、充実した地域生活を過ごせるものを考

えております。市外から来た人っていうのは、

すぐに交流してくださいといっても、最初は容

易ではないんでないかなと思っています。市長

の答弁にありましたように、英語を教えてくだ

さる場合なんかを考えますと、そういった教え
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る場面であるとか、保育を手伝ってくれること

で交流をするということになると思います。 

 また、有償ボランティアの形態で収入を得て、

場合によっては家賃の補助なども検討すること

で、地域に必要な人材が、東京に住所があって

も来てくれるという元気な年配の方が中心に考

えていきたいなというふうに思っております。 

 続いて、空き家対策との連携でありますが、

これもやはり魅力的な目玉となり得るものにな

るか、さらに地域住民との交流に使えるか検討

しながらしないと連携にはならないというふう

に思いますし、個人の選択に任せるものかなと

いうふうに思います。そういった空き家等だけ

でなくて、住環境整備としましては、いわゆる

サービスつき高齢者向け住宅の整備など、老後

の安心というようなこと、雪の話も出たところ

でございますが、医療・福祉サービスの提供を

させることが重要なポイントになります。なり

ますが、いずれ県のほうからは人を呼び込む産

業、観光、教育などと連携し、長井の魅力を磨

くという検討を進める必要があるというふうな

ご意見をいただきまして、我々としても考えさ

せられたというところであります。 

 あと、続いて、医療と介護の充実のさらなる

推進という質問でありますが、魅力的な目玉を

つくっていく上で、前提としては重要なのが、

やはり地域包括ケアシステムの構築ということ

になります。住まいを中心に、医療、介護、生

活支援がそろっているということであります。

ことしは不十分であります在宅医療、特に24時

間訪問看護体制の整備に力を入れていくという

こととともに、４月にオープンしました地域包

括支援センターの支所を長井市に開設したり、

また、先立っては地域医療の拠点である長井病

院のサテライト機能の確保等々を地域医療圏構

想に反映するように、市長から県の医療統括監

に説明していただいております。こういったこ

とで着実に進めていきたいと、また進めている

というふうに思っております。 

 今後は、市長の答弁にありましたように、長

井版ＣＣＲＣについて庁内で検討を進めまして、

事業主体の選定や事業計画の作成など、必要と

なる項目に県の支援、指導をいただきながら、

今年度は長井版ＣＣＲＣの可能性調査の実施に

向けて検討してまいりたいというふうに思って

おります。以上です。 

○渋谷佐輔議長 谷澤秀一産業参事。 

○谷澤秀一産業参事 農業後継者づくりに必要な

ものはということでお答えします。 

 最初に、一般論から申し上げますと、産業は

需要と供給の上に成り立っておりますので、い

かなる産業も需要がなくなれば衰退し、従業員

や経営者が減少することになっていくものと思

います。農業においても例外ではなく、同じ論

理の中にあるものと考えられます。 

 そうしますと、農業が後継者問題を抱えるに

至った原因、これは、産業としての発展性、あ

るいは経営の自由度などが少なくなってきたの

ではないか、あるいは若者が希望を持てる魅力

が不足してきたのではないかというふうに想像

できます。 

 そこで、この農業後継者づくりに必要なこと

はというふうに考えてみますと、農業者みずか

らがその魅力的な農業をすることが大切なので

はないかと、それが人と農業を育てることでは

ないかなと、それにつながることではないかと

思います。仮に生産技術が確立されて、生産物

の買い手も決まっているような経営だとすると、

一定の収入は見込めるものの、工夫する場面に

乏しく、余りおもしろくないというふうなこと

になると思います。 

 このようなことから、米づくりのような機械

などの大きな投資を回収し、そして米、値段も

頭打ちであると、収入をカバーするために確立

されてきたその生産技術、そして販路の間でさ

らなる効率を目指していくのか、あるいは園芸
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作物や果樹のような、最終的な消費者の需要を

把握して、そして栽培から販売まで踏み込んだ

経営を行うかと、そういった農業経営の魅力を

創出して発信していくことが必要なことではな

いかというふうに思います。 

 そこで、長井市では、ことし新規就農者支援

事業に取り組んでいきたいというふうに考えま

して、先ほど議員からありました、６月７日に

新規研修生の受け入れていただける農家の方々

にお集まりいただいたということです。この事

業を通じまして、本市農業モデルの把握、ある

いは農業に関する魅力、そして情報を発信して

いきたいというふうに考えます。このような会

の中でも議論いただきたいなというふうに思っ

ております。 

 また、最終的な消費者へのアプローチと、あ

と売れる農産物づくりを目指しまして、平成26

年度から議論いただいておりますが、長井市６

次産業化推進協議会におきまして、そこで選定

されたアスパラガス、エダマメ、果物、コンニ

ャク芋、この４つのモデル作物を中心に、加工

と販売の実践を試みる計画であります。この取

り組みには、実際の生産者の方々にも参加いた

だきたいと考えておりますので、これからの農

業経営モデルとして発展させていきたいと考え

ます。市として、その農業の魅力づくりを支援

して、それが後継者づくりの一助になればいい

なというふうに考えております。以上でござい

ます。 

○渋谷佐輔議長 横山照康産業活力推進課長。 

○横山照康産業活力推進課長 私からは、農業研

修生受け入れ事業の課題につきましてご回答申

し上げます。 

 本市の人口は、平成27年国勢調査において２

万7,716人と減少しておりまして、平成52年に

は２万人を割り込むという予想がございます。

こうした状況になれば、農業におきましても、

法人化や大規模経営化が進んではおりますが、

小規模な農業においては存続の危機が予想され

ると思われます。こうした予測のもとで、長井

市人口ビジョンと総合戦略においては、一定の

人口を確保するために、移住・定住や新規就農

の確保を目指しておるところでございます。 

 ご質問の新規就農者の確保につきましては、

一定の条件のもとで、２年間の研修期間に国の

給付金を受けることができる研修制度や、農業

経営を新規に開始した場合にも給付金を受ける

ことのできる支援制度がございますが、新規就

農による移住・定住は全国の地方が目指してお

り、このような状況で長井市が注目され、選ん

でいただくことが、まず最大の課題ということ

ができます。 

 選んでいただくための方法として、２つの方

向性があると考えられます。１つは、給付金に

長井市独自の支援策を打ち出し、研修生や新規

就農者に対して手厚い支援を行うものです。研

修生については、移住支援や給付金のかさ上げ、

新規就農者に対しては、ほかに機械設備等の取

得支援、農地取得支援、家賃支援等を想定して

おり、現在、ほかの自治体の情報収集をしなが

ら、長井市独自の計画を立てるべく準備を行っ

ておるところでございます。 

 ２つ目といたしましては、実現性のある新規

就農モデルの提案です。産地として、あるいは

地域ブランドとして、既に全国に名高い地域が

あるわけですが、そういった地域と対抗するた

めには長井市内の成功例を検証し、新規就農モ

デル及び研修プランを示していくことが重要だ

というふうに考えております。実際には、研修

生の、実はリタイアも多いというふうに聞いて

おります。農業の基本的な部分を、まず座学で

設けるとかいうことが必要ですし、あるいは、

先ほどＣＣＲＣでも取り上げておられましたけ

れども、地元との交流であるとか、研修生を孤

独にさせないための仲間づくりであるといった、

その研修の初期対応が非常に重要だということ
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を考えております。 

 また、就農をしても、軌道に乗るまでに相当

苦労されるというふうなことで伺っております。

５年、10年を経過しても、なかなか容易なこと

ではないというふうにこの間伺ったところでご

ざいます。今年度は農業専門指導員を産業活力

推進課内に配置してございます。この指導員を

中心に、農業経営の実態を把握しながら、研修

プランでありますとか農業就農モデルというも

のを長井市独自で提案をしていきたいというふ

うに考えておるところでございます。 

 実は、一方で課題がございます。研修生の受

け入れ農家の確保も課題となっております。こ

れは、この間のまさに会議でいろいろご指摘を

いただいた点でございまして、農家側の希望を

伺いますと、ご自分のその農業技術や経営ノウ

ハウを伝え、残したいと、同じ地域で栽培に取

り組む仲間をふやしていきたいというような思

いを切実に語られる方がいらっしゃいました。

また、ほかで大規模化、法人化の結果として、

切実に今、人手を求めておられるという方もお

られたということでございますので、双方のお

考えをお聞きしながら、長井市独自の研修制度、

うまくいく制度をつくっていくことが必要だと

いうふうに考えております。 

 このたび研修生の受け入れ可能な農家に手を

挙げていただきましたところ、20名の方にご賛

同いただいたところでございますが、この方々

に近々研修協議会を組織いただいて、受け入れ

農家側の課題に対してもご協議をいただく予定

としてございます。私からは以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 ご説明ありがとうござい

ました。 

 まず１点目、ちょっと市長にお伺いしたいん

ですけども、今ＣＣＲＣの話をお聞きしました

し、これからのことであるということも十分理

解できるんですが。大田区の話、先ほど市長か

らあったんですが、たしか13日の毎日新聞の記

事に、町工場が日々廃業していくというような

記事があったんでした。それは、その経済対策

とは裏腹に、仕事がない現状をレポートした記

事が１面に載っていたというのを、ぱっと私ち

ょっと目に入ってしまったんですけども。 

 もちろん、そりゃあ医療ですとか介護、もち

ろん学校の先生方というターゲットも含めてさ

まざまな技術を持った方がいらっしゃるとする

ならば、そういうことも含めて、もし長井にも

おいでいただけるようなチャンスがあるんであ

れば、廃業なされて、そのせっかくの技術を持

っているいうのは大変もったいないんじゃない

かなという思いが１つと、長井でじゃあ仕事が

あるかといえば、なかなかそうではないかもし

れないけども、携わった仕事を関連として一緒

に長井に育んでいただけるようなことがあるん

であれば、ぜひそんなことがちょっと思ったと

ころでした。市長、それはどういうふうなお考

えなのかお聞きしたいです。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 梅津議員のおっしゃるとおりの

実態が大田区で起きているというふうに私ども

も認識しております。 

 昨年、櫻井顧問のほうから、櫻井マネジャー

から紹介いただいて、随分多くの大田区の企業

さんからお越しいただきました。 

 １つは、長井市の製造業、同じものづくり同

士で技術連携できないかということなんですが、

長井に何社か来ていただいた企業は非常にレベ

ルが高くて、残念ながらマッチングしなかった

という現実があります。 

 問題は、梅津議員がおっしゃった、廃業され

る会社っていうことなんですが、大田区のほう

はオリンピックの関係で、どんどんマンション

とかすごいんだそうですね。それで、なかなか

町工場もやれなくなったと、近くにマンション

とか住宅とかで開発っていうことで、じゃあ土
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地も提供してくれっていうことで、この際廃業

するということなもんですから。 

 以前から長井市で要望しておったのは、私ど

もは長井工業高校、非常に優秀な人材でござい

ます。彼らと大田区の工場で連携して３年とか

５年ぐらい技術の継承ということで、研修、社

員として雇っていただいて学ぶと。ある程度大

丈夫だとなった段階で、向こうの会社、工場は

廃社して、株式会社丸秀さんみたいなもんです

よね。丸秀さんもそうなんですよ、大田区には、

工場はありません、本社はあるんですね。工場

だけをこちらへ持ってきて、そういった人たち

で長井出身の人たちがこっちのほうを生産拠点

としてやっていくということが必要なんだと思

いますね。それでやってますのが、例えば、株

式会社能率機械製作所は、まさにそうなんです

よね。長井で、前は荒川ですか、であった工場

で研修した人たちが、四、五人が戻って工場を

つくったと、そういったことを大田区とこれか

らやりたいと。 

 ただし、時間がかかるので、その辺のところ

をうまく仕組みつくっていきたいというふうに

思っていまして、梅津議員おっしゃるとおり、

いろんな形で我々が引き継いで、こちらで続け

てということを考えたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 そのとおり、ぜひ進めて

いただいて、ものづくりのまち長井をぜひ復活

させていただきたいものだと思っております。 

 もう一つ、産業活力推進課長にちょっとお尋

ねしたいんですけども、過日の６月７日の会議

の中身であります。受け入れ農家からは、なか

なか育たないんだというお話と、他県から来て

就農なされている方の苦悩のお話、地域である

とか、部落であったり、集落であったり、消防

団活動であったりなんていうことも含めた、苦

労して頑張っているお話しをいただいたところ

でした。私もその場に同席させていただいたの

で、すごくお気持ちがわかります。 

 現実、その土地や農機具、住宅を持っていて

も、大変な農業をここで新しくほかの土地から

来て、新規就農の事業として受け入れていくと

いうのは並大抵のことではないと思うし、他地

区、隣町でも、今までも多数の研修生を受け入

れ、実績を残しているのと反面、諦めて戻られ

たという実績も当然あると思いますし、現実あ

るんです。そういうのをやっぱり検証しながら、

長井でできる新しい形の農業を含めて、さまざ

まな検討をしていただいて、受け入れ農家自体

が成長することが新しい農家自体を導いていく

最善の策と私は思っておりますので、新しい農

家ともども現状の農家も含めた育成を最重点に

考えていただいて、もちろん産業の活力にして

いただきたいと思いますので、ぜひ頑張ってい

ただきたい。その辺ちょっと答弁いただきたい

んですが、いかがですか。 

○渋谷佐輔議長 横山照康産業活力推進課長。 

○横山照康産業活力推進課長 応援ありがとうご

ざいます。 

 お話しいただきましたように、農業研修生の

受け入れということのみならず、産業参事のほ

うからもご説明しましたとおり、新しい農業の

あり方としての六次産業等の方向性、可能性等

もあわせて、協議会の皆様にそういったことも

含めてご議論をいただいて、結果を出してまい

りたいと思っておりますので、よろしくお願い

申し上げます。以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 以上で終わります。あり

がとうございました。 

○渋谷佐輔議長 以上で一般質問は全部終了いた

しました。 

 

 

   散     会 
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○渋谷佐輔議長 本日はこれをもって散会いたし

ます。ご協力ありがとうございました。 

 

 

    午後 ４時０２分 散会 

 

 


